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　平成24年11月24日（土）と翌25日（日）の２日間に福井県敦賀市で「残そう　活かそう
赤レンガ　赤煉瓦ネットワーク2012敦賀大会」が開かれた。この全国的な催しを記念する意
義を込めて，日本海沿いの赤煉瓦建築たちを記録しておきたい。扉を飾る作品－１は敦賀市の
海岸沿い金ヶ崎に残るＪＲ貨物「敦賀港駅」構内の旧ランプ小屋。明治14年頃の竣工で，この
古さは国内有数と言えよう。積み方は，隅部に細長い煉瓦である羊羹（ようかん）を１段おき
に配置した丹念な，イギリス積である。なお壁面には各種の刻印煉瓦が散見される。
　作品－２の旧手宮機関車庫は北海道小樽市の旧手宮線西端の終点に位置する。この場所は旧
幌内炭鉱（現・三笠市内）で採掘された石炭を本州へ船舶で運ぶための港に面していた。建築
物は明治18年竣工の国指定重要文化財だが，機関車の出入口が改築されていた。竣工時のロマ
ネスク風正半円アーチに，このたび復原された。秋田刑務所は今なお現役の矯正施設である。
奥側に見える通り施設群は現代建築に建て替えられたが，旧状を見せる元の正門（明治45年）
が作品－３である。特別に許されて撮影した時点では，新しい門が左手に完成していた。日本
近代の煉瓦造監獄に共通する，西洋中世の城郭のようなデザインである。
　秋田県平鹿郡大森町に建つ赤川家米蔵（作品－４）は明治41年６月26日着工，同年10月14
日竣工と記されている。この地は雄物川を遡った中流域なので日本海沿いと言うのは少し気が
咎めるが，この機会に是非とも記録としてとどめておきたい。米蔵の背後（右手奥）にも，別
棟の煉瓦建築が見える。これは物置蔵と呼ばれた家人の生活用品倉庫で，明治41年６月25日着
工，翌42年７月14日に竣工した。新潟県糸魚川市のＪＲ糸魚川駅構内に大正元年竣工の機関車
庫が，在来線「北陸本線」のホームから作品－５のような姿を見せていた。しかし同駅が北陸
本線と大糸線の分岐点ということで，この位置に北陸新幹線の駅舎が計画されている。
　石川県金沢市の都心から少し西方，北陸線よりも海側の旧大和紡績工場跡（作品－６）は犀
川の右岸（北側）に建つ。大正８年から昭和初年まで順次増築された建築物だ。若狭湾内の栗
田（くんだ）湾に面する京都府舞鶴市神崎海岸に，作品－７に掲げる湊十二社の水盤舎（明治
36年）がある。舞鶴市は今や近畿圏にあって著名な観光地に育っている。この湊十二社のすぐ
北隣には大型煉瓦窯が残されている。さらに神崎の海岸線とは別にＪＲ東舞鶴駅からの徒歩圏
には，市役所を囲むようにして重要文化財の煉瓦造建築物が５棟も守り活用されている。
　作品－８の旧門司税関は北九州市門司区港町の再開発事業の中でも保存されている。明治45
年に竣工した。背後の超高層建築は再開発のために整備されたヘリポート完備のビルである。
同じく門司区の小森江浄水場東側には作品－９（大正９年）のような水道施設「小森江水源地」
貯水池の旧取水塔が残る。現在は公園化されている。もと九州帝国大学の事務局本部（作品－
10）は大正14年の竣工である。
　作品－11は佐賀県唐津市二夕子の唐津鐵工所旧発電所で大正２年の竣工。作品－12は長崎県
佐世保市内「米軍基地」の煉瓦建築群である。いずれも技術的には旧日本国海軍の系譜を汲む
ものだが，一般的には目にすることの少ない事例である。案内をして下さる地元の方々がおら
れ，お許しを得て撮影することができた。末尾ながら心より感謝申しあげる次第である。
